
ＥＡ９３４ＤＧ仕様
耐熱補修パテ

     500gセット・耐熱プライマー・促進剤・ガラスクロス・ヘラ付
＜ 主な特長 ＞

● 熔接ができない、火気の使えない箇所での使用に最適
● 高温時での性能に優れ、熱を受け続けた場合による劣化が少ない
● 金属に対して強力な接着力
● 異種金属の補修や接着を行っても電蝕を起こさない
● 高温の状態でも、充分な剛性を保つ（ガラステープを併用して下さい）
● 高温の補修では、発泡することなく数秒から数分で硬化するので緊急の修理には最適
● A剤と B剤の混合比率が 1 ： 1 （重量・容積共）のため、現場での作業が
    非常に簡単（混合比率はかなりラフでも良い）
● A剤・B剤共にほとんど毒性が無い為かぶれません

＜ 主な用途 ＞
● 蒸気配管や給油管の漏れ止め
● エンジンブロック、クランクケース、ラジエーター等のクラックや腐蝕部補修
● パイプ、バルブ、フランジ等の補修
● 熱交換器、ボイラー等の腐蝕部やクラックの補修
● 各種プラント機器・装置の肉盛り補修

 ☆ ご使用に適さない条件の代表例
（1） アルカリ性の薬液に接する箇所。
（2） 熱水タンク、スチーム配管などの内側からの補修。
      ＊ 外側からの補修は全く問題ありません。

＜ 保管上の注意 ＞
本製品は必ず低温で保管して下さい。温度の高い所に放置すると B剤は硬化して
使用できない状態になります。最適保管温度は 5℃です。

＜ 物理的特性 ＞

● 混合比率 重量比 1  ：  1
 （主剤 ： 硬化剤） 容積比 1  ：  1

* ガラスクロス併用の数値です。
＊ 上記数値は参考値として記載したものであり、保証値ではありません。
＊ 可使時間  主剤と硬化剤を混合してから使い切るまでの時間のこと。

＜ ご使用前に ＞
（1） 本製品は温度が高いと非常に早く硬化し、低いと著しく硬化が遅くなる性質を
      持っています。極端な例では混合の最中に硬化することもありますので、
      ご使用の際は少量ずつ混合して下さい。間違っても全量を一度に混合することは
      避けて下さい。
（2） 本製品は水が介在すると硬化反応に支障を来します。又、半硬化のエポキシ樹脂の
      上に塗ると接触面は硬化しません。
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（ＥＡ９３４ＤＧ 選択用途参考）
・鋼、真鍮、ｱﾙﾐﾆｳﾑの接着/補修 ・パイプ補修とライニング
・コンクリート/石材 ・タンクの補修
・鋳物補修（巣埋め/ｷｽﾞ埋め/穴埋め） ・バルブの補修
・速硬化 ・耐熱補修
・接着固定
・機械補修
・ボルト穴、ネジの補修、タップ穴の再加工

○ 比較表
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87濃灰色 30分/25℃
150～
160℃ パテ

16時間
（１～6mm厚）250℃

87薄灰色 30分/25℃
150～
160℃ パテ

16時間
（１～6mm厚）250℃

85薄灰色 25分/25℃
150～
160℃ パテ

16時間
（１～6mm厚）250℃
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